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１．はじめに

　スラブ軌道に使用されている直結 8形レール締結装置は設計横圧 68kNに設定されている。地震時には設計

横圧より大きな横圧が作用することが考えられる。しかし、そのような横圧作用に対する軌道の変形挙動と耐

力特性についてはこれまで検討されていない。そこで、直結 8形レール締結装置の著大横圧作用に対する破壊

強度を把握するため、スラブ上に片側レール 8締結分のレール締結装置を取り付けた試験軌きょうのレール頭

部に水平荷重を載荷する試験を実施した。

２．確認項目

　本試験では以下の 2 点について確認するこ

ととした。

（1） 横圧作用に対する軌道の変形挙動と

耐力特性

（2） 標準緊締力と、ボルト軸力の低下を想

定した低い緊締力の 2 通りの締結条

件の影響

３．試験方法

　Ｈ型鋼（350×350×20mm）を用いて、

試験用スラブ上に反力架台を設置し、ボルト

で固定した。スラブ上に直結 8形レール締結

装置を取り付け、8締結分の片側レールの試

験軌きょうに水平荷重を載荷した。測点項目

と測点数を表 1に、載荷位置および測点配置

を図 1に示す。

　荷重載荷方法は、60kg レールの頭部に載

荷用治具を取り付け、図 1に示すレール締結

装置の直上と中間に最大 200kNまで水平荷

重を載荷した。試験の状況を図 2に示す。

　試験条件は表 2に示すように、タイプレート固定

用の締結ボルトの標準緊締トルクが 350N・mの場

合とボルト軸力が低下した場合を想定した210N・

mの場合とした。

４．試験結果

　試験結果を表 3に示す。表中の各変位量は、載荷

位置もしくは載荷位置直近の測定位置における最

大荷重時の値である。各試番の載荷位置における荷
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表 1　測定項目と測点数

測定項目 符号 測点数 測定位置

水平荷重 ● 1 載荷位置

タイプレート変位 ◇ 5 タイプレート 5箇所

頭部 △ 4
レール締結装置間の

4箇所レール小返

り変位
底部 ▼ 4

レール締結装置間の

4箇所

六角ボルト軸力 ■ 10 タイプレート 5枚分

注）測定位置を図 1に示す。

図 2　試験状況

図 1　載荷位置および測点配置
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重とレール頭部変位の関係を図 3に、各試番の最

大荷重時のレール頭部変位の分布を図4に示す。

レール頭部変位は試番2の条件で載荷位置におい

て最大で 18.8mmとなり、この時点のタイプレー

ト変位は 3.4mm であった。タイプレートの滑り

出し荷重は 40.5kNであり、過去の知見から 2) タ

イプレートを2本のボルトで締結した構造で締結

ボルトの軸力が 60%程度に低下した場合の横圧

抵抗値 45kNとほぼ符合する結果となった。

　また、水平荷重 200kN までの載荷試験では、

締結ばね、締結ボルト等の部材は破壊まで至らな

かった。

　図 5に試番 4の載荷位置における荷重とタイプレート変

位の関係を示す。タイプレートの締着穴はレールの左右調

節のため、タイプレートが±10mm移動出来るように設計

されている。そこで、タイプレートが滑り出した後の測定

結果から、タイプレートの移動量が 10mmとなる時点の荷

重を推定すると 442kNとなり、十分な耐力を有すると考え

られる。

５．まとめ

　試験結果より、試験条件の最も厳しい載荷位置が締結間

隔中央でかつボルト軸力を 60%程度にした場合に載荷位置

におけるレール頭部水平方向変位は最大で 18.8mmであり、

残留変位は 3.0mmであった。水平荷重 200kNまでの範囲

ではスラブおよび締結装置は破壊することなく、十分な耐

力を有することが確認された。
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表 2　試験条件および試験番号
載荷条件

レール頭部
緊締トルク

(N・m)
ボルト軸力

(kN)
締結中間 締結直上

350 (80) 試番 1 試番 3
210 (48) 試番 2 試番 4

注）(  )は、目標値。

　表 3　試験結果
最大荷重時の変位量(mm)

試

番

最大

荷重

(kN)
レール

頭部

レール

底部

タイプ

レート

タイプレートの

滑り出し荷重

(kN)
1 200.3 16.1 3.5 1.0 151.4
2 200.0 18.8 5.0 3.4 40.5
3 190.0 16.3 4.1 1.3 131.2
4 180.0 16.4 4.7 2.6 80.0
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　　　　　図 3　各試番の載荷位置におけるレール頭部変位　　　　　図 4　最大荷重時の頭部変位の分布

図 5　載荷位置におけるタイプレート変位
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